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2／社会保険あきた／26年12・27年１月

副 会 長　那　波　伊四郎

副 会 長　竹　村　雅　行

副 会 長　伊　藤　辰　郎

副 会 長　小　石　和　弥

専務理事　鎌　田　一　寿

一般財団法人 秋田県社会保険協会

社会保険と雇用保険の基礎



社会保険あきた／26年12・27年１月／3

秋田県社会保険協会からのお知らせ

「説明会」参加申込書

『社会保険講習会』

社会保険と雇用保険の基礎社会保険と雇用保険の基礎社会保険と雇用保険の基礎



4／社会保険あきた／26年12・27年１月

秋田県社会保険協会からのお知らせ

嵯　峨　誠　子　　株式会社太平陸送運輸

林　　　美加子　　株式会社林工務店

山　内　里　子　　男鹿寒風石工業株式会社

齋　藤　　　修　　株式会社伊藤羽州建設

山　田　陽　子　　有限会社山田造材部

佐々木　英　子　　株式会社アートピアササキ

田　口　宗　平　　田鉄産業有限会社

茂　木　春　夫　　柴与林業合資会社

佐　藤　貴　子　　佐藤建設株式会社

日本年金機構東北ブロック本部長表彰

白　瀬　善　一　　石川医院

齊　藤　桂　三　  十和田精密工業株式会社

柿　崎　一　郎　　奥山ボーリング株式会社

須　藤　由　美　　株式会社キサカタ製作所

日本年金機構理事長表彰

日本年金機構年金委員表彰

厚生労働大臣表彰
年金委員
佐　藤　融美子　　上伸青果株式会社

健康保険委員
佐　藤　俊　弘　　岩田光学工業株式会社秋田工場

平成 26年度

年金委員・健康保険委員研修会が開催されました
　11月、秋田県内で委嘱されている年金委員・健康保険委員を対象に、秋田・鷹巣・大曲・本荘の各
地区ごとに委員研修会が開催され、席上、長年にわたり社会保険事業の運営に功労のあった事業主、年
金委員・健康保険委員の方々に対し、表彰状の伝達が行われました。
  栄えある受賞者は次のとおりです。（敬称は省略させていただきます）

社会保険事業の功労者を表彰

おめでとうございますおめでとうございます



社会保険あきた／26年12・27年１月／5

佐　藤　厚　子　　株式会社那波伊四郎商店

齋　藤　多鶴子　　コープ朝日興産株式会社

遠　藤　範　子　　株式会社原田紙店

阿　部　　　恵　　株式会社鹿角パークホテル

阿　部　　　収  　秋田県雄物川筋土地改良区

佐　藤　ルミ子　　株式会社奥山印刷所

今　野　朝　美　　山勇建設工業株式会社

全国健康保険協会秋田支部長表彰

菅　原　し　ん　　社会福祉法人澪標会かんば保育園

齊　藤　祐　子　　丸水秋田中央水産株式会社 能代支店

寺　田　悦　子　　寺田建設株式会社

全国健康保険協会理事長表彰

全国健康保険協会健康保険委員表彰

社会福祉法人秋田聖徳会 タプロス株式会社 株式会社松美造園建設工業

社会福祉法人山本更生会障害者支援施設大日寮 株式会社秋田重車輌 花岡土建株式会社

社会福祉法人大館圏域ふくし会 株式会社アニモ 八重寿銘醸株式会社

秋田電装株式会社 有限会社伊藤工業 株式会社アートピアササキ

黒木自動車工業株式会社 小坂工業株式会社

（一財）秋田県社会保険協会長表彰

（一財）秋田県社会保険協会事業功労事業所表彰

11月14日　大曲会場11月11日　鷹巣会場

11月21日　本荘会場11月19日　秋田会場
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日本年金機構からのお知らせ
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018(865)2379 0186(62)1308 0187(63)2299 0184(24)1115 



8／社会保険あきた／26年12・27年１月

全国健康保険協会からのお知らせ
協 会 け ん ぽ
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社会保険あきた／26年12・27年１月／9



10／社会保険あきた／26年12・27年１月

全国健康保険協会からのお知らせ
協 会 け ん ぽ
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社会保険あきた／26年12・27年１月／11

後納制度について

Ｑ 　先日「国民年金保険料の納付可能延長のお知らせ」が
届きました。以前、年金の相談をした際に年金の受給資
格がないと言われたことがあります。私はすでに６０才
をすぎていて年金はもらえないと思いもう諦めていまし
たが、私でも年金をもらうことができるでしょうか。

Ａ

「
出
会
い
に
感
謝
」

　　　　年金制度が改正され平成24年10月から平成
　　　27年９月まで３年間に限り、国民年金保険料
を納めることができる期間が２年から10年に延長さ
れました。これを後納制度といいます。過去10年間
に保険料の未納期間がある方や国民年金の未加入期間
がある方を対象に以前ご案内をしておりましたが、お
申込みいただいていない方を対象に再度ご案内をして
おります。
　年金の受給資格期間については、これまでの25年
から10年に短縮する法律が、消費税の引き上げ時期
（第２段階）にあわせて施行される予定です。（※）
　おそらくお客様は、25年の受給資格期間を満たし
ていないため受給資格がないとの回答だったのではな
いかと思われます。これから後納制度のご利用により
10年以上の受給資格期間を満たす場合は、納付して
いただいた保険料等に応じて年金の給付を行うことと
されています。
　後納制度をご利用する場合は同封の申込書を提出し

てください。後日、納付書が届きますので、後納が可
能な期間のうち、最も古い分から順番に納めていただ
くことになります。また、過去３年度以前の後納保険
料には、当時の保険料額に加算額がつきますので、納
付期限をご確認のうえ納付をお願いします。
これを機会に、もう一度ご自分の年金記録の確認をし
ていただくことをお勧めします。また、以前「ねんき
ん特別便」や「年金記録に関する紙台帳等の調査結果
のお知らせ」が届いている方で回答を提出していない
場合は、お客様の年金記録がもれている場合もありま
すので、あわせてご確認ください。

※受給資格期間の短縮の実施時期については、消費税
率引上げ時期の見直しを踏まえ、現在、政府において
検討中であり、正式には国会の議を経て決まります。
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第156回　ドライスキン（乾燥肌）

★ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

★ねんきんダイヤル（年金全般に関する相談）

年金についての相談やお問い合わせ先

　冬の到来とともに、肌荒れや体のかゆみが気になります。この時期に多い『ドライスキン（乾燥肌）』に
ついて取り上げてみました。
　少しでも快適に過ごしていけるように皮膚の乾燥とその対策をご紹介します。ただし、対策をおこなって
もかゆみなどの症状が治まらず、長く続いたり悪化する場合は皮膚科を受診しましょう。肝臓病や腎臓病、
更年期障害、ストレスなどが原因の場合もあります。

平成27年１月 平成27年２月
日 月 火 水 木 金 土

保険料の納期内納入にご協力ください保険料の納期内納入にご協力ください 月末には社会保険料振替口座の残高確認を
お願いします。
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休日・夜間の年金相談窓口をご利用ください

一般財団法人秋田県社会保険協会

健康な皮膚には潤いを保ち、体内への異物の混入を防
ぐバリア機能があります。その主役は角質細胞が積み
重なった『角質層』で、以下の３つにより機能を果た
しています。
①皮脂膜：汗腺から分泌された汗と皮脂腺から分泌さ
　れた皮脂が混ざった膜で角質層の表面を覆い、皮膚
　の水分の蒸発を防ぎ、外から加わる刺激を軽減して
　います。
②角質細胞間脂質：セラミド等の角質細胞間脂質が水
　分をため込みます。
③天然保湿因子（NMF）：角質層に存在し水分を保持
　しています。

皮膚のバリア機能

皮膚が乾燥すると角質層にすき間ができて水分が蒸発
しやすくなり、放っておくと乾燥がさらに進行しま
す。また、すき間ができると異物（アレルゲン・細
菌・ウイルスなど）が入り込みやすくなってきます。
◆アレルゲン：アレルギー性疾患の原因
◆細菌：血液やリンパ管を通って体内に侵入も
◆ウイルス：いぼや水いぼ、単純ヘルペスの原因に

乾燥肌はトラブルを起こしやすい！！

皮膚の角質層の水分量は気温が低下して空気が乾燥す
る１～２月に最も少なくなります。皮脂量も秋から冬
にかけて急激に減少します。そのため皮膚は乾燥し、
角質層がけばだった状態になって、外部からの刺激を
受けやすくなります。
保湿を中心にしたスキンケアが必要になります。

季節によって変わる肌状況

◆室内の乾燥に注意。加湿器を置くなどの工夫をする。
◆こたつや電気毛布を長時間使用しない。
◆刺激物や香辛料によってかゆみが増すことがあるので
　注意する。
◆肌に直接触れる衣類は,チクチクする素材は避け、木綿
　など刺激の少ない素材を選ぶ。
◆衣類を洗濯するときは、石鹸が残らないようによくす
　すぐ。
◆睡眠を十分にとる。
◆たばこは吸いすぎない。
◆ストレス、過労を避ける。
◆入浴法　・熱いお湯は避ける
　　　　　・皮膚温を高める効果の入浴剤を避ける
　　　　　・体を洗う時はゴシゴシ洗わない　
　　　　　　木綿の柔らかいタオルや手で直接洗う
　　　　　・弱酸性のマイルドな石鹸がおすすめ

日常生活での注意点
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肌状態は季節によって大きく変動
気温

皮脂量

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 1月 2月10月 11月 12月

肌からの水分蒸散量

健康な皮膚とドライスキン

健康な皮膚

外からの刺激

皮脂膜

外からの刺激 外からの刺激 外からの刺激

※イメージ図
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